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損保ジャパン・グローバルＲＥＩＴファンド（毎月分配型） 
追加型投資信託/内外/不動産投信 

～当ファンドの運用状況と米国金利上昇後のグローバルリートの動向～ 

損保ジャパン・グローバルREITファンドは設定来、ご覧のような運用実績となっています。約６年間の運用期間中には軟調な展開
となる局面もありましたが、2014年は上昇基調となったグローバルリート市場や、日銀の追加緩和による円安の影響を受けて良
好な運用実績となりました。当ファンドは2015年4月13日、第63期決算において、基準価額水準、市場動向等を総合的に勘
案し、分配金を240円（1万口あたり、税引前）としています（前期220円）。 

当資料に記載のデータ等は作成時点における過去の実績であり、将来の運用結果をお約束するものではありません。 
※後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。 
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【基準価額の推移】 

【分配金の推移】 

期間：2010年3月～2015年4月 

※ 基準価額（税引前分配金再投資）は、税引前の分配金を決算日の基準価額で再投資したものとして委託会社にて計算しており、実際の騰落率とは異なります（以下同じ）。 
※ 基準価額及び基準価額（税引前分配金再投資）の計算において信託報酬（純資産総額に対して年率1.5606％（税込み））は控除されております（以下同じ）。 
※ 当ファンドは、ベンチマークを設定しておりません。 
※ 分配実績がない場合、あるいは設定来累計の分配金額が少額の場合、基準価額及び基準価額（税引前分配金再投資）のグラフが重なって表示される場合があります。 
※ 収益分配金額は委託会社が決定します。分配を行わないこともあります。 
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（億円） 

純資産総額（右軸） 基準価額（左軸） 税引前分配金再投資基準価額（左軸） 

（円） 

過去1カ月 過去3カ月 過去6カ月 過去1年 過去3年 過去5年 設定来 
1.04% 0.04% 24.55% 37.41% 105.23% 122.43% 255.50% 

【基準価額騰落率（基準日：2015年4月13日）】 

期間：2009年3月29日～2015年4月13日 

基準日：2015年4月13日、設定日：2009年3月27日 
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米国リート指数（左軸） 米国10年国債利回り（右軸） 米国政策金利（右軸） 

2015年4月 

出所：Bloomberg 期間：2004年2月1日－2006年6月末 
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一方、米国市場では2015年に入り、政策金利の引き上げ時期が模索されています。一般的に金利の上昇は資金調達コ
ストの上昇、利回りの相対的な低下等につながり、リートの下落要因とされます。しかし、金利引き上げの背景が景気回復を
前提としたものであれば、必ずしもマイナス面のみというわけではありません。過去、ＩＴバブル崩壊後の米国においても金融
緩和が行われた後、2004年6月から2006年6月にかけて政策金利が引き上げられました。下記グラフからは、利上げ開始
前の段階で長期金利の上昇を受けて米国リート指数が調整されている事が分かります。 
しかしその後はリート指数は一転して上昇基調となりました。長期金利が一定のレンジ内で落ち着いて推移したこと、景気拡
大は空室率の低下や賃料の上昇をもたらすこと、インフレと相まって実物資産であるリートにとってポジティブな環境であること
等を受けての動きと考えられます。今後予定されている米国の政策金利引き上げが、米国の景気回復を背景として慎重な
ペースで進められると仮定すると、長期国債利回りの上昇も緩やかなものにとどまると考えられます。リート市場で短期的な調
整局面はあるものの、将来的には上昇局面となる可能性が考えられます。 

当資料に記載のデータ等は作成時点における過去の実績であり、将来の運用結果をお約束するものではありません。 
※後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。 

2015年1月22日、ＥＣＢが量的緩和を発表しました。2015年3月から2016年9月までの期間、国債を中心とするユー
ロ建て債券を月額600億ユーロ購入するという内容で、2％に近い物価上昇率の目標達成が見通せるまで継続するとのこと
です。これを受けて、欧州リートは上昇し、2015年初来22.1％の上昇率となりました。同様に日本、イギリス、オーストラリア
など世界各国で金融緩和が実施されており、米国の政策金利引き上げ後も世界的な金利水準の低位安定は当面継続
するものと予想されます。利回り商品としての側面があるリートには、引き続き資金流入が期待できます。 

【米国リート指数と金利の推移】 
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【米国の金利上昇がグローバルリート市場に与える影響】 
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出所：Bloomberg、各種報道より作成 
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【各リート指数の推移】 
（2013年12月末～2014年12月末） 

【各リート指数の推移】 
（2014年12月末～2015年4月13日） 
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FTSE® はLondon Stock Exchange PlcおよびThe Financial Times Limited の登録商標であり、許諾のもとにFTSEにより使用されます。FTSE NAREIT All Equity 
REITsインデックスにおける全ての権利はFTSEに帰属します。FTSEはFTSE NAREIT All Equity REITsインデックスまたはその基となるデータにおける誤謬または欠落に関して
一切の責任を負いません。 
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